
 

 

 

 

 

 

 

１ 提案の要旨  

           ■青少年の問題      ■中心市街地の問題 

 

 

 

 

 

◎ 問題点 ・居場所のない若い人た

ちの危うさ 

 ・中心市街地の空洞化 

◎ 課 題 ・若い人たちの変化  ・多様な活性化の取り組み

 ・家族・地域社会の変容  ・新しい地域づくりの試み

 

 

    

 

 

   ◎私たちの提案 

宇都宮の市街地に若者たちの居場所をつくる

● 居場所の機能：居心地がよく、受けとめ
ができる場所、自分探しができる場所 

● 運営の視点：ピア（仲間同士）の支えあ
い、相互性、相談援助（ソーシャルワーク）
の実践の場として 

● 運営手法：ＮＰＯによる柔軟な運営、学
校の支援・協力、若者たちによる参画、自主
的運営、地元商店街との連携 

 

 

◎政策的意義 「自分さがしとまちづくりのアンテナショップ」３つの効果 

青少年問題の

予防的効果 

生活課題からの地域福

祉、まちづくりの推進 

参画・協働による市民の力

（特に若者）の力の発揮 

さまよう 

若者たちの問題

元気がなくなり 

つつあるまち 

若い人たち 

の居場所づくり 

福祉や教育を学んで

いる学生などの「相談

援助技術」を活かす 
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